2025年度　国際問題研究所 研究プロジェクト研究実績報告書

1． プロジェクト名　　　　中華世界の機能的諸相―ポストコロナ時代の研究方法論の実践　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2． 研究代表者氏名　　　　加治宏基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3． 共同研究者氏名　　　　黄英哲、唐燕霞、五十嵐隆幸、村上享二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4． 研究実績の概要（800字程度）

本研究プロジェクトは、従来の中華世界研究では歴史学的手法が主流であるのに対して、構成員それぞれの研究分野における学術交流を通じて抽出する中華世界の機能的諸相を、統合的な動態として描き出すことを目的とする。
今年度は当初の計画どおり、東（南）アジアの華人研究者との交流を精力的に図った。
まず7月2日（水）に、廖克發監督（マレーシア出身、台湾籍）による台湾映画『由島至島〔島から島へ〕』の鑑賞会「華人社会と日本のつながり：歴史の実相を知る」を開催し、日本による戦争犯罪の主体性のアジアにおけるひろがりを理解したうえで、同月8日（火）に本作監督と歴史考証を担当した藍適齋副教授（台湾・政治大学）を招聘し、研究会「華人社会と日本のつながり：いま、そして未来を思考する」を開催した。

また、10月10－13日に韓国を訪問し中央大学校の林慶花先生に紹介いただき、ともに仁川大学中国学術院を訪問した。同学術院では韓国随一の香港研究者である張媜娥院長と華僑・華人文化研究の第一人者である李正熙先生と面会し、中国や日本を中心とした多極的学術交流の状況をヒアリングした。またこの訪問が契機となり、両研究所の部局間協定の締結の提案につながった。
2026年3月6日には、マラヤ大学中国研究所にてNgeow Chow Bing所長と面談した。近年来のアジア情勢について相互に研究成果に基づく意見交換を行い、来年度には学術交流の機会を設定することで合意した。

今年度の各メンバーの業績は以下の通り。
加治宏基
①解説「東アジア情勢」『ブリタニカ国際年鑑2025年版』pp.197-199、2025年5月

②論説「中国の安全と東アジアの平和」『地平』 (2025年9月号所)pp.94-101、2025年8月

③編著『中国21』Vol.63「だれが中国を「安全にする」のか──内政と外交の諸相」東方書店、2026年1月

④学会分科会企画・運営「だれが中国を『安全にする』のか？――内政と外交の諸相」日本現代中国学会第75回全国学術大会、2025年6月1日、愛知大学
⑤学会報告「歴史に挑戦する政治――日中関係における歴史認識問題」日本平和学会2025年度秋季研究集会、2025年11月2日、名古屋学院大学
黄英哲
①  『海峡両岸知識人の越境と漂泊』単著、東京：三元社、2025年11月。

②  「論台湾光復初期楊雲萍的学術活動」（黄英哲．黄鑌共著）、中国：厦門大学台湾研究院『台湾研究集刊』2025年第５期、2025年11月。

唐燕霞
①「共同ガバナンスの視点から見た中国の都市における社区自治について――南京市と北京市の事例を中心に」『国際問題研究所紀要』167号、2026年3月、171-191頁。

五十嵐隆幸
①（林佩欣訳）『反攻大陸與臺灣: 中華民國統一的構想與挫折』台北：臺灣大学出版中心、2025年8月。
②“Taiwan’s Military Strategy and Preparations for Defense Operations: Strengthening Resilience against a Possible Chinese Invasion,” Shigeo Kikuchi and Yasuyuki Sugiura eds., War with New and Old Characteristics: Lessons from the Russo-Ukrainian War and Prospects for the U.S.-China Confrontation, Tokyo: Interbooks, August, 2025.

③「中国の台湾に対する浸透工作―台湾民主主義への脅威と対策―」『国際問題』第729号、2026年2月、42-51頁。

④「中国軍最高幹部粛正と統制の行方―軍事的判断と危機管理は誰が担うのか―」『NIDSコメンタリー』417号、2026年2月3日。

⑤「2028年に「台湾有事」を描くドラマを出す台湾の心理、本当に恐れているのは中国の侵攻でなく「世界の無関心」？」東洋経済オンライン、2025年5月30日。

⑥「これまでと変わった台湾の軍事演習。都市を舞台に地下鉄、バス、学校、通勤路など日常空間が戦場になる現実を突きつけた」東洋経済オンライン、2025年7月24日。

⑦「2028年｢台湾有事｣を描く台湾ドラマ､｢期待外れ｣と酷評が広がる衝撃。描かれたのは一人ひとりの戦争の物語､問われる備え」東洋経済オンライン、2025年10月9日。

⑧「台湾が8年間で6兆円超を投じる防衛力強化を発表､その内訳以上に｢2027年台湾有事説｣の強調など発信戦略の変化に驚き」東洋経済オンライン、2025年12月18日。

⑨「不安を募らせる｢2027年台湾有事説｣が日本社会で拡散した起源と揺らぎ､危機言説の正体を読み解く」東洋経済オンライン、2026年3月19日。
⑩報告「冷戦與内戦的象徴延続：越戦時期金門砲戦的宣伝効能」『5大学共同学術シンポジウム「傳統與現代：文史、社會與科技的跨域對話」』、東呉大学、2026年3月20日

村上享二

①（翻訳）「中国の安全保障と東南アジアの安全保障―――二つの「安全」をめぐる弁証法」『中国21　Vol.63』愛知大学現代中国学会、2026年1月31日、pp.121-148.
②（シンポジウム報告）「台湾歴代総統就任演説の比較検討―――　テキストマイニングの初歩的応用　―――」『5大学共同学術シンポジウム「傳統與現代：文史、社會與科技的跨域對話」』、東呉大学、2026年3月20日
5． 研究会／講演会の実施

	実施日
	開催場所
	テーマ

	2025年
7月2日
	愛知大学
名古屋校舎
	「華人社会と日本のつながり：歴史の実相を知る」

	同年
7月8日
	愛知大学
名古屋校舎
	「華人社会と日本のつながり：いま、そして未来を思考する」


6． 今後の予定
　2026年度も学術交流を重ねるとともに、研究成果のとりまとめを行う。共同研究メンバー間で成果を共有するため、研究会などを企画開催する。あわせて本共同研究プロジェクトの成果を『国際問題研究』などの紙上で総括する。



　














　








